これ は 或る スパイ 事件 だ。 

ところで、 これから 述べて ゆく 其の物 語の 中には、 

日本人の 名前ば か りが 、 ズ ラズラ と 出て くるの だが、 

ことごと しん はやがてん 

読者 諸君 は、 それ 等 を 悉 く 真の 日本人 だと 早合点 さ 

かんちょう 

れ てはいけ ない。 実は その 間諜 一味 は XX 人な ので 

まるき はなさく ことほん みょうち ようがく リん 

ある。 本来なら ば 「丸木 花 作 事 本名 張 学霖は …… 」 

といった 風に 書く のが 本当な ので あるが、 それ を 一々 

書く のが、 煩し い 程、 X X 人が 出て くる ことで ある 



から、 一 つ 思 切って、 味噌 も 糞 も 悉く 日本人 名前の 方 

だけ を 書く ことにした。 

うち さっかく 

どうかお 読みに なって いる 裡に、 錯覚 を 起さない よ 

うにして 戴きたい と、 お願いして 置く。 さて —— 
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霧の 深い 夕方だった。 

秘密 警備隊 員の 笹枝弦 吾 は、 定められ た 時刻が 来た 



ほたて かいじ なら わき 

ので、 同志の 帆立 介 次と 肩 を 並べ て S 公園の 脇 を ブラ 

リブラ リと 歩き 始めて いた。 もう 冬と 名のつ く 月に 

入った のだった が、 今夜 はそう 寒く もなかった。 しか 

やや お ま 

しこう 霧が 降りて いて は、 連絡 をと るのに 稍 困難 を覚 

えた。 その 連絡 員と いうの がう まく 自分 達 を 探し あて 

て 呉れれば いいが …… 。 

「ゥ— ィ、 こらさの さッ てんだ」 

向う から 酔 払いの 声が 聞え る。 顔 も 姿 もま だ 見えな 

ヽ 、、ゝ o 

レカ 

ひじ わきばら つ つ 

弦 吾 は 肘で チヨ ィと 同志 帆立の 脇腹 を 突いた。 

ぬからず 帆立が、 



帆立が 云った。 

「ゥ ン、 これ だ」 

てのひら 

弦 吾 は 掌 を 開く と、 小形の たばこや マッチ を 示し 

た。 酔 払いから 素早く 手渡された 秘密の マッチ 箱 だつ 

さ."？ そとば こ 

た。 小指の 尖で、 中身 を ボンと 落し メリ メリと 外 箱 を 

壊して 裏 を ひっくりかえ すと、 弦 吾 は ポケットから 

くすりびん まっき 

薬壜 を 出し、 真 黄な 液体 をポ トリ ポ トリと その上に 

かぜん うち は 

たらした。 果然、 見る見る 裡に 蟻の 匍って いるよう な 

小文字が、 ベた 一 面に 浮び 出た。 

本部からの 指令だった！ 



二人 は、 マッチ 箱の 裏に 書かれた 指令 文 を 読み終る 

と、 合わせて いた 額 を 離して、 思わず 互の 顔 を 見合 

いちご よほど 

わせた。 二人 は 一語 も 発しない。 余程 重大な 指令と 見 

え る 

その 指令と いうの は 

(指令 本 第 一 九九 七 八 号) 



そ つ こくかん ちょうざ おもむ 

(一) Qx^ ト QZS トハ、 即刻 間諜 座 二 赴キ、 「レ 

ビュ！ ガ— ル」 の 内 ヨリ 左 眼 二 義眼 ヲ入レ タル 少女 

ヲ探シ 出シ、 彼女 ノ 芸名 ヲ 取調べ、 ハ直チ 二 R 

そば がいとう ちゃく 

区裏ノ 公衆電話 傍 二 急行 シテ 黄色 ノ 外套 ヲ 着 セル 二 

これ そのまま 

人ノ 同志 ニ之ヲ 報告 セョ。 又 Qx^ ハ 間諜 座 内 二 其 儘 

うちだ とも まぎ 

止 リテ、 打 出 シト共 二 群衆 二 紛レテ 脱出 セョ。 

(二) 右ノ 報告 ヲ 本日 午後 十 時 マ デニ 報告 シ得 ザルト 

ざいきょう ことごと みょうちょう おうさつ 

キハ、 在京 同志 ハ 悉ク 明朝 ヲ 待タズ シ テ 鏖殺 セ 

めいき 

ラル ルコ トヲ 銘記 セョ。 

しせん 

「死線 は 近づいた ぞ」 



「かねて 探して いた 敵の 副司令が 判った というわけだ 

な」 

「ゥ ン、 義眼 を 入れた レビ ュ—. ガ ー ルと は、 うまく 

化け やが つた」 

「だが 間諜 座へ 入る こと は、 地獄の 門 をく ぐるのと 同 

じこと だ。 固くなったり、 驚いたり して 発見され まい 

ぞ」 

「あのな か は 敵の 密偵で 一 杯なん だろう な」 

まじ 

「毎夜、 観客の 中に 百 人 近くの 密偵が 交って いると い 

うこと だ。 そして 何 か 秘密の 方法で、 舞台 上の 首領と 

通信 をして いるそう だ I 



と 行こう」 

同志 帆立 は、 押入の 隅から 壜詰 を 取 出した。 汚れた 

コップに、 黄色い 酒が なみなみと つがれた。 

カチャリ、 カチャリ。 

「地獄で 会 おうぜ」 

「世話にな つたな」 
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部屋 を 出ようと するとき だ つ た。 

ブ、 ブ、 ブ ブ—。 

卓子の 裏に 取 付けた ブザ ー が 鳴った。 

「ほい。 XB4 が 呼んで いる ッ」 

弦 吾 は 室内に 引返した。 壁 を ボンと 開く と 嵌め こん 

ちょうた んぱ 

だよう な 超短波の 電話機が あ つ た。 

「QXM だ」 

かなた 

「こっち は、 XB4 だ」 と 電話機の 彼方で 小さい 声が 

した 「報告が あった ぞ、 いよいよ 動員 指令が 下った そ 

うだな」 

「ゥ ン」 



ん だって、 誰に も 尋ねち や 駄目 だぞ。 敵の 密偵 は 巧妙 

に 化けて いる。 立ち 処に 殺されち まう ぞ」 

「ゥ ン、 誰に もき かんで、 見付けち まおう」 

ほうさく 

「見付ける 方策が 立って いるの か」 

「うんに や、 そういう わけで もない が、 プログラム を 

探偵 すれば、 何々 子と いう 名前が きっと 判る よ」 

「それで 安心した。 じ や 別れる ぞ。 しっかり やれ、 同 

志 Qx^!」 

「親切 有難うよ」 

のぞ 

魚眼レンズで 観客 全部の 顔色 を視 いている ッて —— 

ひっかけ たま 

ちえ ッ、 そんな ものに 引 懸られ て堪る もの かい！ 



かんちよ うざ やかい じょう 

間諜 座と は、 敵の 密偵の 夜会 場なん だから、 そうい 

う 名で 仲間 は 呼んで いるの だ。 本当の 座 名はデ イ- 

ヴ アン ピ ェ ル 座！ 

ディ • ヴ アン ピエル 座 第 9 回 公演 —— と 旗が 出て い 

る 間諜 座の 前 だ。 R 区 は、 いつもと、 些とも 変らぬ 

ざっとう 

雑沓だった。 



よだれ た 

しばらく ウィンド— の 裸 ダンスの 写真 を、 涎を垂 

ら さんば かりの 顔つきで 眺めて —— - 

「さ ァ、 お前 は どこに 決め るんだ」 

まる はな 

「俺 は 断然、 この 丸 花 一 座 を 観る」 

「じ や 俺 もそう 決めた。 …… いいよい いよ、 今夜 は 俺 

ま 力 

が 払う から、 委しと け」 

「ィャ 駄目 だい。 今夜 は 俺に 払わせろ」 

「いいんだ ょォ」 

「いけない ょォ」 

す こぶ てぎわ もつ あ 

頗る 手際よ く、 だらしなく グ ニヤ グ ニヤと 鰱れ合 

いながら 弦 吾と 同志 帆立 は プログラム 片手に ひッ つか 



んだ 儘、 嬉しそうに 入って いった —— だが 一皮 下 は、 

棒 を 呑ん で いるよう な 気持 だ つ た。 

明るい 舞台で は、 コメ ディ 「砂丘の 家」 が 始まって 

いた。 

さすが えん リょ 

流石に カブ リツ キは 遠慮して、 中央の 席に 坐る。 

にぎ や 

舞台 は 花の ように 賑 かだった。 

おもて 

だが、 それに 引き かえ、 観客席の Qx^ は、 面 こそ 

まぎ うち なまり 

作り笑いに 紛らせて いるが、 胸の 裡は鉛 を 呑んだ よ 

うに 憂欝に 閉ざされ ていた。 その わけ は 彼の 手に 握ら 

れた プログラム にあった。 

この 複雑 きわまる プログラムの うちから、 義眼 を 入 



れた レビ ュ— • ガ —ルの 名前 を 探し出す なんて、 如何 

むて つぼう 

に 無鉄砲な こと だか、 その プログラムの おもて を 一 と 

目 見た だけで 充分に 知れる ことだった。 

同志 百 七十 一 人の 生命 を 賭ける 死の プログラム！ 
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ど う か 読者 諸君 も 気 を 鎮め て、 次に 示す この プロ グ 

ラムに 共に 眼 を 移して 下さい。 



プログラム 

第三 • コメ ディ . 砂丘の 家 

秦 ブル タ ー ニュ 郊外の 家 

父親 ジャック 松 田 待三郎 母親 カテ リナ 武 

中 文 子 姉 娘 ロジナ 東 明 波 子 妹娘 マ 

リイ 郡 家 月 子 紳士 ケリ ー 田 方 青 二 

青年 フルトン 丸 山 彦太 お手伝いさん 口 

セット 住吉 景子 店員 ァ プリン 間宮 林 八 

近所の 娘 アン 香 川 桃 代 マ —ゲリ ー 平 河み 

ね 子 ドロ シ ー 小 林 翠子 ルイズ 六条 千 





第 四 • ダンス • ェ • シャンソン 

もくせい 

• ダンス (木製の 人形) 

六条 千 春 平 河 みね子 辰 巳 鈴 子 歌 島 

定子 柳 ちどり 

小 林 翠子 香 川 桃 代 三条 健 子 海原 真 

帆 子 紅 黄 世子 

あさがお 

參 シャンソン (朝顔の 歌) 

咲 田 さき子 

うる よい 

• ダンス (美 わしの 宵) 

(唄) 花柳 春 子 須永克 子 山村 蘭 子 



杉 原 常 子 

秦 シャンソン (遥かなる サン タ. ルチア) 

須永 克子 

秦 ダンス (ォ ー . ャャ) 

間宫 林 八 花柳 春 子 神 田 玉子 

秦 ダンス (カン ッリ ー. ダンス) 

歌 島 定子 玉 川 砂子 大井 町 子 御門 

秋 子 三 条健子 辰 巳 鈴 子 水 町静子 

小牧 弘子 六条 千 春 

譬フ イナ ー レ 

平 河 みね子 辰 巳 鈴 子 歌 島 定子 柳 ち 



どり 小 林 翠子 香 川 桃 代 三条 健 子 

海原 真帆 子 紅 黄 世子 

第五. ナンセンス. レビ ュ —弥次 喜 多 

秦第 一 景 . プロ 口 ー グ 

喜 多 八 丸木 花 作 弥次 郎兵衛 鴨 川 布 助 

どう とんぼ リ 

• 第 ニ景. 大阪 道頓堀 

舞妓 紅 黄 世子 歌 島定子 三 条健子 

辰 巳 鈴 子 香 川 桃 代 平 河 みね子 



喜 多 八 丸木 花 作 弥次 鴨 川 布 助 

とげつ きょう 

• 第 三景 • 嵐 山 渡 月 橋 

妙 林 瞻司 風 子 尼僧 甲 玉 川 砂子 同 乙 



大井 町 子 同 丙 水 町 静子 同 丁 御門 秋 

子 

• 第四景 . 琵琶 湖畔 

薬 売 武智 太郎 薬屋 娘お 金 柳ち どり お 

銀 海原 真帆 子 喜 多 丸木 花 作 弥次 鴨 川 

布 助 

秦 第五 景 . 山賊 邸 展望台 

首領 松 田 待三郎 中国人 甲 田 方 青 二 同 乙 

春 山 田 之 助 同 丙 丸 山 彦太 唐子の 娘 松 浦 

浪子 柳ち どり 東 路艷子 歌 島定子 

川 島 武子 花 村 京 子 三条 健 子 辰 巳 



鈴 子 喜 多 丸木 花 作 弥次 鴨 川 布 助 

秦 第六景 . 奈良井 遊廓 

花魁 初 菊 花柳 春 子 同 赤 玉 山村 蘭 子 提 

灯 持 奈良木 清 元 永 敏夫 金棒 引 清洲 

蝶 子 神 田 玉子 禿 海原 真帆 子 新造 玉 

川 砂子 大井 町 子 水 町 静子 御門 秋 

子 芸者 小牧 弘子 香 川 桃 代 平 河み ね 

子 小 林 翠子 喜 多 丸木 花 作 弥次 鴨 

川 布 助 

痺れる 脳髄！ 



サ ま、 - 

ようと いう 気配 を 感じた —— 子供のと きから、 不思議 

な 癖で …… 。 

しょうきょほう 

(そうだ。 あの 消去法と いう 数学、 あれ を 応用して 

一 つやって みょう、 よし！) 

彼 は 遂に 一 つの プラン を 思いついた。 頭脳 は 俄かに 

しんめんもく やくじょ 

冷静と なった。 科学者だった 彼の 真面目が 躍如と して 

甦った。 消去法と は 一体 どんな 数学で あるか。 

けたた ま はや 

そのと き ベルが、 暄 しく 鳴った。 ジャズに 囉 され 

て 重い 緞帳が 上って いった。 いよいよ 第 四の 「ダン 

ス • ェ • シャンソン」 の 幕が 開いた のだった。 

何よりも 先ず 第一 の 問題 は、 誰が 義眼 を 入れて いる 



か を 発見す る こと だ つ た。 

舞台で は、 飛び 上る ような メロ ディ— につれ て 七 曲 

の 第 一 、 

もくせい にんぎょう 

ダンス (木製の 人形) 

おもちゃ 

が 始まった。 赤と 白との だんだら の 玩具の 兵隊の 服 

を 着、 頰っぺ たに は 大きな 日の丸 を メイク. アップし 

た 可愛い い 十 人の 踊り子が、 五 人ず つ 舞台の 両方から 

現れた。 

タツ タラ ッタ、 ラッ タツ タツ。 

ラッ タラ ッタ、 タッタ ララ。 

踊り子た ち は、 恰も 木製の 人形で あるかの ように 



ギゴチ なく 手足 を 振った。 

(おお、 このな かに、 義眼 を 入れた 女が 居る か？) 

眼 を 見張った が、 こう 遠くて は 判らない。 と 云って 

今 さら 舞台の 前の カプリ ツキまで 出られな いし、 たと 

い 出て みたところで 何しろ 小さい 眼の こと だ。 義眼と 

判る とまで 行くまい。 

さ さ えだげん ご ぼ う ぜ ん 

Qx^ の 笹枝弦 吾 は、 呆然と して 舞台の 上に 踊る 彼 

女達 を 見入った。 

ま なぞ こ 

そのと き 彼の 眼底に 映った 一 人の 踊り子が あった。 

その 踊り子 は、 他の 九 人と 同じように 調子 を 揃えて 

踊って いるので あるが、 何だかす こし 様子が 変で ある。 



なお しさい 

どう 変な のかと、 尚 も 仔細に 観察 をして いると、 

なるほど 

成程 一 つのお かしい ことがある！ 

やや シ 

その 踊り子 は 頭 を 左右に、 稍 振りす ぎる 嫌いが ある 

の だ。 

いや、 もつ と 別の 言葉で 云う ことが 出来る と 思う。 

II その 踊り子 は 首 を 左に 傾けて いるう ちに、 急に 

力た t 

驚いた ように 首 を 右に 傾け 直す のだった。 首 を、 そ 

の 逆に 右から 左 へ 傾け 直す 行動 は 自然に 円滑に 行わ 

れる のだった。 唯 左に 曲って いる 首 を 右に 傾け 直す と 

きに 限り、 非常に 不自然な 行動が 入った。 

もっと 別の 言葉で 云える。 つまり そんな 不自然な 行 



動 も 左の 眼が 悪 いから- J そ 起る の だ。 左の 眼が 悪 い と 

いちがん ぜんめん 

き は、 悪い 方の 眼 は 見えない から 右の 一 眼で 前面 を 見 

る ことになる。 そのために は 顔 を 正面に 向けて いたの 

では、 左の 方が 見えない。 それ を 補うた めに は 右の 眼 

を 身体の 中心 線の 方に 寄せる 必要が ある。 その 時に 顔 

を 曲げねば ならぬ。 このと き 人間 は 首 を 左へ 曲げる！ 

左 眼の 悪い 人間 は、 つまり、 常に 左に 首 を 曲げて い 

る。 しかし 踊り子が いつも 左へ 傾いた 顔 をして いたの 

ぴ かん たぴ 

では 美感 上 困る。 そこで 気の つく 度に、 ヒョィ と 首 を 

逆に ひねる。 この場合、 右へ は、 右へ 振った が 振りす 

ひとめ うち 

ぎて 人目 を 引く ようになる。 そして 踊って いる 裡に、 



つい 習慣が 出て 首が 自然に 左へ 曲る。 気がついて ハツ 

とすると、 不自然に ギクリ と 首 を 右へ 曲げる。 こ 

れだ、 これ だ。 

あの、 首 を 振り 過ぎる 女が、 求める 副司令な の だ ッ。 

しめた！ 
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(しめた) と 喜んで はみ たが 本当に 喜ぶ に はま だ 早 



もく せ い 

かった。 何故なら 彼女 は 他の 九 人と 同じ 「木製の 兵隊 

さん」 だった。 どれが 彼女の 名前 やら 判らない。 

(弱った。 やはり 呪いの プログラム だッ) 

弦 吾 は、 改めて プログラム を 呪った。 

そうこう する 裡に 同志 百 七十 一 名の 生命 は、 究々 に 

ちぢま 

縮って ゆく。 そうだ、 こうして は 居られない。 

(例の 試み を やって みる か) 

しばら 

彼 は 暫く プログラムの 表面 を 見て いたが、 今の 「木 

製の 人形」 に 出て いる 十 人の レビ ュ！ ガ— ルの 名前 

を 胸のう ちに 諳んじた。 

ろくじょう ちはる ひらか わ たつみ すずこ 

六条 千 春 平 河 みね子 辰 巳 鈴 子 



リは六 人と なる。 

辰 巳 鈴 子 歌 島 定子 柳 ちどり 三条 

健 子 海原 真帆 子 紅 黄 世子 

だけが 残る。 この 中の 一人が、 あの 女な の だ。 

Qx^ は、 今や 神 を 念じた。 この 調子で、 敵の 副 司 

令の 義眼 女の 名前 を 知らし め 給え。 

「木製の 人形」 が 引 込む と、 次 は プログラムに 随 つ て、 

うる 

「シャンソン 朝顔の 歌」 それから 「ダンス 美 わしの 

宵」 いずれも 彼女 は 出ない。 「シャンソン 遥かなる 

サン タ • ルチア」 も 出ない。 次の 「ダンス • ォ ー • ャ 

ャ」 にも 出ない。 そして 次の 「ダンス • カン ッ リ—」 



ちと こくこく せま 

十一 人の 許 を 離れて、 いまや 刻々 敵の 副司令へ 迫りつ 

つ あるの だ。 

さて 残る 三人 は、 どこで それぞれ 判る であろう か。 

Qx^ は、 とどろく 心臓 を 押えて プログラムの 先の 

方 を 調べ て 見た。 

£J る 半る ！ 

次の 演出 は、 初めに 返って、 第一 ナンセンス • レ 

やじき た たど 

ビュ— 「弥次 喜 多」 二 幕 十二 場 だ。 迪 つて ゆく と、 こ 

どう とんぼ リ 

の 中の 第二 景 「大 阪道頓 堀」 のと ころで 例の 三人のう 

ち、 紅 黄 世子 だけが 他の 二人に 別れて 出演す るの だ。 

それから、 それから …… 。 



残る 海原 真帆 子と 柳 ちどりと は、 第 四景の 

ぴゎ こはん ちゃみせ むすめ 

「琵琶 湖畔」 に 茶店 娘お 金と お 銀で 一緒に 出る。 さて 

あせ 

も 焦らせる ことで は ある。 

さんぞくて い からこ 

ところで 第五 景の 「山賊 邸 展望台」 では 唐子の 娘と 

して、 柳ち どり 〔# 「柳ち どリ」 は 底本で は 「紅 黄 世子 匕 

が 出る。 

第 六景の 「奈良 井 遊廓」 では 残りの 海原 真帆 子が 出 

る。 これで 全部 判った ことになる。 

だが、 此の 第六景 「奈良 井 遊廓」 まで 待つ 必要 はな 

さんぞくて い 

い。 既に 一 つ 前の 第五 景 「山賊 邸 展望台」 で、 残る 二 

人のう ち 柳ち どり 〔# 「柳ち どリ」 は 底本で は 「紅 黄 世子 匕 



が 判る の だから、 あとの 一 人 は 第 六景を 見て 確め ず 

とも 判る 害だった。 —— 敵の 副司令の 断頭台 はこの 第 

五景 で、 切って 放 たれる の だ。 

Qx^ 笹枝弦 吾 は、 歯 を 喰いし ばって、 喜びの 色 を 

押し隠した のだった。 
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弦 吾の 先走りした チェ ックと は 別に、 先ず 「フ イナ— 



レ」 が 開いて、 たしかに 例の 義眼 女 を 発見す る ことが 

出来た。 プログラムの 上に ②と印 をつ けた。 第二 回目 

の 登場と いう 意味で あ つ た。 

まくあい ただ 

弦 吾に は、 もう 幕間 もなん にもなかった。 唯 機の 至 

やじき た 

るの が 待ち あぐまれる ばかりだった。 「弥次 喜 多」 が 

ひき まるき はなさく かもが わぬ のす け 

始まって、 第 一景。 一座 を 率いる 丸木 花 作と 鴨 川 布 助 

さんざん じょうもん 

とが 散々 観客 を 笑わせて 置いて、 定紋う つた 幕の内 

へ 入った。 

いよいよ 第二 景。 紅 黄 世子 かどう か 判ろうと いう 機 

さすが どう とんぼ リ 

会が 来たの だ。 流石に 胸が 迫った。 道頓堀 行進曲 も 

にぎ や 

賑 かに、 花道から ズラリ と 六 人 〔# 「六 人」 は 底本で は 



ふりそで まいこ 

「八 人 匕 の 振袖 美しい 舞妓が 現れた！ 

(居ない、 居ない ぞ) 

といき 

Qx^ は 軽い 吐息 をした。 

それから プログラム は 進む。 第 四景に は、 残る 柳ち 

ちゃみせ むすめ 

どリと 海原 真帆 子と が 茶店 娘 とな つ て 確かに 登場し 

たと 思われる。 プログラムの 上に、 彼女の 出演の 印③ 

を 打って 置こう。 Qx^ は、 成功へ もう 一歩の 手前へ 

立って、 ホッ とした。 振 返って みれば よく まァ 此の 複 

雑な プログラムから、 彼女の 名前 を 拾い出せる ように 

なった もの だ。 

さて、 いよいよ 運命の 決まる 第五 景だ。 冷静に、 冷 



静 に！ 

山賊 邸の 展望台。 怪しげなる 囉 につれ て、 一隊の 

唐子が 踊りつつ 舞台へ 上って きた。 

「呀 ッ」 

と 叫びたい の を 懸命で 俅 えた Qx^ だった。 見よ！ 

見よ！ あの 女が いるで はない か。 敵の 副司令が、 

からこ しらじら 

唐子に なって、 白々 しく も 踊って いるの だ。 決った！ 

副司令の 芸名 は、 柳ち どり"： 

やなぎ 

弦 吾 は 素早く 「柳ち どり」 と 名前 を プログラムから 

ち ぎ 

千切りと つて、 隣り にピ タリと 寄り添つ ている 

ほたて かいじ て 

〔# 「QZS-」 は 底本で は 「QXS 匕 同志 帆立 介 次の 掌の 



うちに、 ねじこんだ。 

帆立 は フラリ と 席 を 立った。 

一 つ 大きな 欠伸 をす ると、 ディ. ヴ アン ピエル 座の 

ま 力 

木戸 口を出て いった。 レビ ュ ー 館の 向う の 角 を 曲る と 

しめ 

急に 歩調 を 速めて、 かねて 諜し 合せて 置いた R 区 裏の 

一 一 つ 並んだ 公衆電話 函の ところへ …… 。 



公衆電話 室に は、 既に 黄色の 外套 を 着た 青年が 二人、 

別々 に 入って 居った。 サイン を 送られた ので QZS 

〔# 「QZ^」 は 底本で は 「QX^ 匕 は 直ぐに 「柳ち どリ」 

の 名前の 入つ た 紙片 を 手渡した。 

「すみませんで したね。 まァ こっちへ 入り 給え」 黄色 

い 外套 を 着た 同志 は 云った。 

そのと き 

其 時 この 二 つ の 公衆電話の 甲乙と も 相手の ベ ルが 

やか ま 

暄 しく 鳴つ ていた。 

甲の 方の 電話 は、 一 町 半 ほど 先の 洋食 屋の 屋根裏へ 

つなが 

繫 つていた。 

「オイ、 どう だ」 と 向う から 声が した。 



ダラ リと 下って いた。 思う に、 電話で 呼 出された 人 を 

探しに 行って いるもの らしい。 

五 秒、 十 秒、 十五 秒。 

向う の 窓に、 一人の レビ ュ— • ガ ー ルが 現れた。 頭 

が 痛い のか、 左手で 圧さえ ている。 

「は ァ、 モシ モシ」 

と、 その美し い レビ ュ—. ガ— ルは 電話口の 前で 唇 

を 動かした。 

「ああ、 もしもし」 レビ ュ— • ガ —ルの 電話に 答えた 

の は、 意外に も 区 裏の 公衆電話の 乙の 方 を 占領して い 

る 黄 外套の 同志だった。 



「もしもし。 あんた は、 柳 ちどりさん？」 

同志の 声 は悠々 と 落着いて いる。 それ も その 害、 一 

方の 旗頭 UX 3 鯛地秀 夫だった から。 

「ええ、 そうよ」 と 女が 云った。 

鯛 地秀夫 は、 ッと手 を あげて、 隣の 公衆電話 甲の 同 

さ まさぶ ろ 1 つ 

志 QX 7 左 馬 三郎へ 合図 をした。 

(よし、 撃て —— といえ) 

ごうたん 

という サイン だ。 鯛 地 は 豪胆に も 尚 も 柳ち どり を電 

くぎ ど 

話 機に 釘 止めに して 置こうと 努力した。 

「柳ち どり さんに、 いい もの を 進呈 —— 」 

撃て、 —— という 命令 は、 屋根裏の 同志の 耳に 達し 



から 逃げ去った。 

あんさつ じょうきょう 

恐ろしい 暗殺 状況だった。 



落ち着かぬ 心 を、 客席に 強いて 落ち着かせようと 努 

力して いる Qx^ の 笹枝弦 吾だった。 

ど ど ど ど ど どッ。 

、、ゝ こ / o 

力た ー、 ン 



と い う 異様な 物音 を 余所ながら 聞いた。 

(ゥ ッ、 やった な) 

第五 景 「山賊 邸 展望台」 の 幕はス ルス ルと 下りた。 

舞台裏に は 異様な 混乱が 起って いるよう だった。 

観客 は 何事と も 知らぬな がら、 少しずつ ざわめいて 

きた。 

緞帳が 大きく 揺れて、 座長の 丸木 花 作が、 鬟 だけ 

外した 舞台 姿の ままで 現れた。 

ただいま 

「皆さん。 お 静かに 願い 上げます。 唯今 女優が 一 人、 

急病で 亡くなりました。 しかしもう 事 は 済みました か 

しま い 

ら、 御 安心の 上、 お 仕舞まで ごゆる りと 御 見物 願い ま 



す。 では 直ちに 第 六景、 『奈良 井 遊廓』 の 幕 を あげます」 

うわ— ッと 何も 知らない 観客 は 拍手した。 

座長が 引 込む と、 緞帳 は 別に 何事 もなかつ たかの よ 

にぎ や 

うに、 ス ルス ルと 上へ 昇って いった。 そして 賑 かな 

はやし かなぼう 

囉の 音に つれて、 シャン、 シャンと 鳴る 金棒の 音、 

かみて だ し 

上手 か ら 花 車 が 押し出し てきた かの ように、 

おいらんどうちゅう ね だ 

花魁道中が 練り 出して きた。 

ちょうちん も かなぼうひき 

提灯持ちが 二人、 金棒 引が 二人、 続いて 可愛らしい 

かむ ろ 

禿が …… 。 

あ 

「呀 ッ」 

と 大声で 叫んだ の は、 客席の Qx^ の 弦 吾だった。 



見よ、 確かに 死んだ 害の 義眼の 副司令が、 真紅な 禿 

の 衣裳 を 着て、 行列の 中 を 歩いて いるの だ。 これが 驚 

かずに いられよ うか。 

「シ、 しまった！」 

と 気がついた とき は、 もう 既に 遅かった。 隣席の 五 

十 坂 を 越した と 思う 男が、 年齢の 割に は 素晴らしい 

ごう リき ききうで 

強力で、 弦 吾の 利 腕 を ムズと 押えた。 

「話 は 判って いる 害 だ。 さァ 静かに 向う へ 来 給え」 

ぎよがん とお 

その 一語で、 すべて は 終った。 魚眼レンズ を 透した 

写真 を 調べて みるまで もな く、 大声 を あげたり して、 

もう 明瞭な 失敗 をした Qx^ だった。 もう 再度、 生 
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